令和7年度品川区成年後見制度地域連携ネットワーク協議会
令和7年7月24日

＜委員長あいさつ＞
【委員長】　成年後見に関与する取り組みは品川区が先駆的に始めたものであり、それが普及し、これから全国にどう充実して拡大していくかという段階です。そのような中で、このネットワーク協議会の役割は非常に重要だと思っております。私たちも一生懸命努力していきますが、国においてもきちんと我々の活動を見ていただき、お互いの相互対話を図りながら、より良いものにしていきたいと思っております。　　　　　その意味で、今回厚生労働省の方に来ていただいた事は喜ばしいことだと思っています。では、今年度のネットワーク協議会を始めたいと思います。

【事務局】　ありがとうございました。続きまして、委員の皆様をご紹介いたします。今回から、新たに委員としてお迎えした方がいらっしゃいます。その他の委員の皆様におかれましても、昨年度より引き続き委員をお引き受けくださり、誠にありがとうございます。心より感謝申し上げます。また、委員の皆様の詳細につきましては、お手元に配布させていただいた委員名簿をご参照ください。事務局につきましても同じく名簿に記載していますので、割愛をさせていただきます。
　続きまして、会議の公開についてご説明いたします。現在、区の会議は原則公開となっており、この会議も公開いたします。公開の内容は、会議の傍聴、区ホームページへの資料の公開などです。また、記録のため、会議中に写真撮影、録音をさせていただきます。ご了承ください。それでは、ここからの進行は委員長にお願いいたします。

【委員長】　国の動向についてお話しします。今、法律改正で、法務省の法制審議会にて成年後見制度を見直そうという動きと、それと連動し、社会福祉法で成年後見において支援者がうまく機能するようにしようという動きがあります。従来の民事立法と全く違った動きになっていて、その点が非常に難しいと注目されるところです。これがうまくいけば、現行の成年後見制度もより充実した民法と福祉が一体となって機能するような、非常に良いものになるのではないかと思っております。
　品川のやってきた実践を、そのような新しい成年後見制度の中でうまく活用していければ良いと思っております。以前から特に任意後見の実践に力を入れてきたのは、まさに品川なのです。今回、厚労省がその原点ともいえる品川に注目したことは、大変意義のあるものと思っております。品川のこれまでの実践をベースにして、全国レベルで進んでいけば良いと考えております。今日は厚生労働省の方もいらっしゃっているので、できれば後でご意見をいただき、フランクに意見交換できれば、大変ありがたいと思っています。

＜報告事項について＞
【事務局】　では、3の報告事項についてご報告いたします。資料1 「協議会の位置づけについて」をご覧ください。品川区成年後見制度地域連携ネットワーク協議会において、令和3年9月に要綱を作り、令和4年6月に初めての第1回協議会を開催いたしました。今年は4回目となる第4回の開催となります。年1回の開催なので、改めてこの協議会の機能についてご説明いたします。1つ目の機能は、品川区の成年後見制度に係る各計画の進捗状況を把握し、中核機関のチェック機能を担うという機能です。2つ目は、利用支援チームに対するサポートです。困難ケースを抱える後見人等に対する法律・福祉の専門的助言をいただく場でもあります。3つ目は、後見活動団体等を含む交流会との連携を図ることです。報告事項の（5）で、今月2月に開催した交流会の内容を報告いたします。この協議会では、品川区における課題の共有や推進策の検討を行うこととなります。
　次に、（2）の品川区成年後見制度利用促進基本計画の進捗状況についてご説明いたします。資料2「第4期品川区地域福祉計画で推進する事業の取組一覧」をご覧ください。品川区成年後見制度利用促進計画は、昨年度より第4期品川区地域福祉計画に統合しているため、昨年度一年間、地域福祉計画により取り組んできた成年後見制度の関連事業についてご説明いたします。表にまとめていますが、やや記載内容が多いため、この中から2つの事業についてご説明いたします。2/4ページをご覧ください。ナンバー5です。表の見方ですが、上段左側に施策の柱といたしまして、 3 利用促進機能という記載があります。取り組む施策は1後見人等候補者検討の実施です。取組内容は、①後見人等候補者への支援として、申し立て書類の記載をはじめとして、後見人等候補者からの幅広い相談に対応しています。②後見人候補者の選定では、認知症高齢者等の判断能力が不十分な人に対して適切な支援を行うための候補者選定を行ったと記載しています。実績は、区長申し立てが27件、うち高齢者ケースを25件、障害者ケース2件と記載しています。その右側が評価です。制度の周知のための説明会、研修会等の回数を増やすことで、認知症高齢者等の支援の体制整備を図ることができたと評価をしています。
　もう一例、ご説明いたします。4/4ページのナンバー11です。施策の柱は 4後見人等支援機能で、取組施策の一つが報酬助成事業の円滑な運用です。この取組内容は、成年被後見人が成年後見人に支払うべき、報酬等に対する助成を行うものです。令和3年度までは原則として社協でのみ助成を行っていましたが、令和4年度から後見人報酬及び監督人報酬について区で助成を行うことになりました。実績は記載のとおりです。評価については、成年被後見人等の成年後見人等の報酬の全部または一部を助成することで、成年後見制度の利用促進を図ることができました。今後は、その他の費用に関する助成についても検討していきます。この報酬助成に関しましては、次の報告事項で詳しくご報告いたします。
　続きまして、（3）令和6年度成年後見制度報酬助成実績についてご説明します。資料3をご覧ください。成年後見制度申立費用や後見人・監督人への活動謝礼としての報酬は、原則、利用者ご本人が負担することとされておりますが、資力のない方でも成年後見制度が利用できるよう、品川区では助成制度があります。令和3年度までは、品川区社会福祉協議会で実施していました、中核機関を整えた令和4年度からは、品川区で報酬助成を実施しています。障害者対象の助成は従来から品川区で実施しています。上段の表をご覧ください。令和六年度の件数及び金額ですが、前年度と比較して若干減少しています。しかし、高齢化社会の進行に加えまして、高齢者の貧困につきましても、拡大傾向にあることから、今後も利用促進に係る支援を継続して参ります。また、令和4年3月に閣議決定されました国の第2期成年後見制度利用促進基本計画におきましては、市区町村により報酬助成の実施状況が異なり、後見人等が報酬を受け取ることができない事案が相当数あるとの指摘がなされております。市町村には、報酬助成の対象として、広く低所得者を含めることや、区町村長申立て以外の本人や親族による申立ての場合の申立て費用及び報酬並びに後見監督人等が選任される場合の報酬も含めることとしています。
　上段の表に記載のとおり、品川区では令和4年度から後見監督人に対する報酬助成も実施しております。令和6年度一年間では11件、 120万6千円の支給をしております。また、令和5年度からは親族後見に対する助成も月額2万円以内、助成上限年額24万円で開始をしております。申立て費用の助成やその他報酬助成の上限額などにつきましては、参考までに下段の表に記載していますので、後ほどご確認ください。
　（4）第4期品川区地域福祉計画についてご説明します。資料4をご覧ください。こちらは、昨年度改定した第4期品川区地域福祉計画の概要版1ページ目を抜粋したものです。令和3年度に策定した品川区成年後見制度利用促進基本計画については、品川区地域福祉計画との整合性を重視し、また、品川区介護保険事業計画、それから品川区障害者計画などと関連する行政計画との調和を図ってまいりました。令和5年度にこの促進基本計画の計画期間が終了したことに伴い、当初の計画策定時のとおり、第4期品川区地域福祉計画をはじめとした各関連計画へ統合をしています。成年後見に関する記載は、区ホームページなどでご確認ください。
　次に、（5）令和6年度品川区成年後見制度地域連携ネットワーク交流会の開催報告です。こちらは品川区社会福祉協議会品川成年後見センターよりご説明いたします。

【後見センター】　まず、ネットワーク交流会の機能ですが、立ち戻って資料1をご覧ください。右下に交流会の目的などが書いてございます。目的は、品川区で後見活動をしている団体、いわゆるプレイヤーの交流を図るとともに、課題および品川区における制度推進に関するご意見を共有するという目的で、年に1回開催をしています。資料5をご覧ください。全部で我々社協を含め10団体に参加いただき、概ね1団体2名の参加でした。この時で3回目になります。参加した団体の交流、協力関係を築くということを第一の目的にしました。そのため明るい話をしようということで、今一度、団体の特徴や強み、他団体さんが困っていることに協力できることを、みなさんで発表してもらい共有をいたしました。次回は、もっと関わりや交流を持ってもらいたいと考えています。今までの3回は我々社協が主導して企画していましたが、今年度から参加者に企画から考えてもらう新たな提案をいたしました。二団体で協力し企画することに了承をもらい、ライフサポート東京、東京弁護士会にお願いしています。10月ぐらいから始める予定です。以上、報告でした。

＜質疑応答・意見交換＞
【委員長】　意見交流しましょう。ネットワーク交流会の当事者がいるので、ご説明いただきたいです。成年後見推進に非常に大きく寄与している印象を持ちました。具体的にはどういう点がみなさんに役立っているのか、そのあたりをお聞かせ願います。
【委員】　これからもっと充実していくと思います。横の連携をとって協力できるようになればと。なかなかそこまで築けずに、それぞれがバラバラに頑張っている状況なので、今回から我々が新たな提案をしていくことで、これから関係が深まっていくことを期待しています。
【委員長】　会員制みたいなシステムではないですね。大雑把な規約みたいなものがあるような。
【後見センター】　まだそのようなものではありません。
【委員長】　ドイツは、後見制度を非常に活用していますが、ネットワーク交流会みたいなものが各地にあります。ネットワーク交流会のバッチがあって、それはある動物なのです。その動物は何だと思いますか？ロバなのです。ロバは一番主人に忠実なのだそうです。だから後見制度のマスコットになりました。会員は、そのロバのバッジを胸につけながら支援している状況が各地にあるのですね。日本でもネットワークの取組が始まったっていうのは非常に重要なことだと思っています。何か課題はありますか。
【委員】　今回、我々からご提案したことは、長年支援をしてきて、その中には非常に困難な案件がありました。本人に問題があるだけではなく、ご本人の周りに対応が難しい方がいて、非常に困ったことがありました。弁護士会では、このような困難案件に対処する部署があるというお話を伺いました。品川区の交流会に参加している各団体が困難案件を抱えた際、弁護士会と連携して解決できる流れができれば良いと考えています。ということで、今年度は弁護士会さんと我々で企画をやることになりました。このようなことが、次の年に別のテーマで発展していければいいのかなと思っています。
【委員長】　ところで、社協とネットワーク交流会との連携は、具体的にどのようなお話になりますか。
【後見センター】　社協はこれまで企画運営をしてきました。けれど、我々もこのネットワーク交流会の一員、一プレイヤー、一参加者です。強みはこうで、こういう協力ができますという共有を、みなさんと同じ立場で参加しています。
【委員長】　はい、わかりました。ネットワーク交流会の話題になりましたので、他に質問があったら、遠慮なくお願いしたいのですが、いかがでしょうか。
【委員】　私も参加していました。先ほどおっしゃっていたように、まだ今は個々それぞれが頑張っている状況で、横の連携がまだまだ不十分だと思います。専門職の事案のうち、案件が落ち着いたらリレーで市民後見人に引き継いでいく案件について、専門職が抱えている事案が増えています。そのため、リレーして次の方に回していけるような形にしていった方が、今後の後見業務が回りやすいと考えています。
【委員長】　つまり専門職に委ねたら完全に専門職というのが本当にいいのか、専門職が担っても地域との交流があった方がいいような気がします。だから地域との連携、ネットワークを維持しながら専門職が活動するというのが理想な気がします。被後見人は地域の中で生きているわけですからね。専門職とネットワークがうまく機能すればより良いのではと思います。そのあたりの方向性で進めていただけたらありがたいと思います。社協としては、どのようにお考えですか。
【後見センター】　社協の法人後見でも、課題が整理されて安定したケースについては、市民後見人にリレーする取組を始めました。専門職の方々も課題が解決した案件については、市民後見人に受け継いでいただけるような、相互の信頼関係ができたらありがたいなと思っています。
【委員】　当団体は、もともと行政書士会からできた経緯があって、会員は行政書士が多いですが、市民後見人の方もいらっしゃいます。
【委員長】　市民後見人の方も増えてくると、より良いのではないかなと思います。専門職の方も入ってもらうことが理想な気がしますが、日本ではちょっと難しいのかもしれません。今後前向きに、品川ではそのような障壁なくやってもらいたいと思います。
【後見センター】　市民後見人養成講座も今年度で12回目になります。また案件を受任せずに待機されている方が非常に多いです。そのためリレー案件は非常に市民後見人の活動に寄与すると考えております。
【委員長】　市民後見人が待機していることは、面白いというか残念というか。活躍はしてほしいのですが、仕事があることが本当にいいことなのかという問題もあります。様子を見て、できるだけ成年後見が活発になるようにしましょう。他のみなさん、よろしいですか。
【委員】　参考までにお聞きしたいのですが、出席団体が10団体とありますが、区内で専門職後見をしている団体は概ね網羅されているのでしょうか。それとも他に連携が取れていない団体や個人等がいらっしゃるのか。
【後見センター】　ご家族が後見人をやっている方がいますが、その方々は入っていません。それ以外の専門職の方やNPO は網羅されていると思っています。
【委員】　家族が後見人になる場合、社協に情報は入るのですか。
【後見センター】　入りません。現時点で家裁から、品川区における親族後見人数の情報提供はありません。そのため、なかなか把握をすることが難しい状況です。定期報告が難しい方の相談には乗っていますが、全体把握は難しいです。
【委員長】　このあたりはいかがですか。後見人同士の交流は、いろいろな意味であってもいいような気がします。
【後見センター】　できればいいのでしょうが、情報が入ってこないことにはどうしようもないところがあります。
【委員長】　これは地域連携ネットワークの一つの意味じゃないかと思います。だから、お互い協力できるところから協力していく、情報を交換していくということが必要じゃないかと思いますが、いい知恵ありませんか。行政の方どうですか。
【事務局】　資料1に、地域連携ネットワークの位置づけの図が出ています。この図のとおり、交流会と協議会の関わり方が主になってくるのかと思っています。交流会は、支援実践者たちが情報交換をしていますが、やはり専門職の力や意見がないと分からないことがあります。それを協議会にフィードバックしてもらえれば、弁護士、民生委員、司法書士等の方々がいらっしゃるので、いろいろなアイデアを提供し、サジェスチョンができます。この動きが活発になり、うまくこの場を使うことができれば良いと思います。交流会での情報がたくさんこの場に上がってきて、こちらで把握できるようにしていくと、時間的にも人材的にも効率化につながる気がします。
【委員長】　誰が音頭を取れば良いでしょうか。
【事務局】　中核機関が行う必要があると思います。区と社協で、そういう方向性を出していくということをこちらに提案させていただくのがよろしいかと思います。
【委員長】　そういう方向でお願いします。
【後見センター】　成年後見の啓発事業を行っていますが、親族後見人への支援をなかなか打ち出せていない状況です。今後の課題と思っております。
【委員長】　他に率直な意見があれば。どなたでも結構、自由におっしゃってください。
【後見センター】　親族後見人の方にも、こういった交流会においでいただくとか、意見を反映するということであれば、窓口にいらっしゃる方たちに、このような場の紹介をすることもよろしいのかなと思います。窓口では、後見制度を使いたいというご相談があり、書類の書き方を教えてくださいというご相談も少なからずありますので。ただ、いきなり専門職団体の中に参加することは不安だと思うので、フォロー体制を整えていく必要があるかと思います。
【委員長】　そうですね。それぞれの後見人のネットワークや情報を交換して、他の人のやっている実践から学ぶこともあるし、その方の実践で他の人にいろいろ教えられることもあります。そのような交流があったらいいし、それがネットワークの役割の一つかなと思います。うまく社協が窓口になって、そういう交流の場ができればいいし、期待したいですね。専門職の方も、そういう交流窓口ができるといいと思いますが、どうでしょうか。
【委員】　一般の方向けの研修会のようなことを団体としてはやっています。けれども支部レベル、東京レベルでの開催となっているので、もう少し区のレベルに落とし込んで、相談会というか何かお話を聞けるような場ができれば、より良いかと思います。
【委員長】　支部レベルでも良いと思います。社協にも声をかけて来やすいような雰囲気にしていただいたらいいのかなと思います。行政も参加し、職域を超えて弁護士会と一緒にやるなど、品川でできれば良いと思います。
【委員】　せっかく各地に中核機関ができていますが、裁判所と中核機関の関係はどうなのでしょうか。品川区内の親族後見人を中核機関では把握できないわけですよね。裁判所だけが分かるように思います。個人情報の問題があって提供できないのかもしれませんが、せっかく中核機関を作り制度を発展させようとしているのにもったいない。裁判所との関係はどうなっていますか。
【委員長】　社協でそのあたりの情報はわかりますか。社協が関与しないケースも相当数ありますか。
【後見センター】　家庭裁判所から、数年前から品川区内の後見制度利用者数は発表されるようになっています。しかし、その内訳、家族の方なのか、専門家の方なのか、そこまでの情報はありません。
【委員長】　困難があると思いますが、趣旨には賛成します。交流してお互いの情報を交換することにより学ぶところが多くあると思います。成年後見では、いろいろ不安もあります。それをみんなで分かち合うことは、とても重要だと思います。これが交流会の大きな目的の一つでもあります。それぞれの立場で考えていただいていいと思います。
　どのようにしていくか、次回ネットワーク協議会で議論することを楽しみにしています。宿題とは言いませんが、前向きの方向でお互い考えてもらえれば、ありがたいなと思っています。
　社協から何か要望とかありますか。
【後見センター】　特にはありません。
【委員長】　行政はどうですか。
【事務局】　先ほど裁判所との関係に関して話がありました。例えば家裁が情報を提供できない部分を、行政がどう提供していくかは、議論があるかなと思います。個人情報の提供が難しくなっているので、難しい面は多々ありますが。
【委員長】　まあ確かにそうそうですね。では、この議論はこれぐらいにして、他のところについてはいかがですか。あんしんの3点セットについては、新たな動向があります。簡単にご説明いただけますか。
【後見センター】　品川区報一面に「終活を支えます」という大きな記事が掲載されましたので、ご報告いたします。委員のみなさまにお配りしたのが、7月1日号の区報です。ここに私たちのあんしんの3点セットをご紹介いただきました。このイメージ図は、訪問スタッフである支援員が高齢者宅に行って、終活をお手伝いするものです。この7月から大きく変わった点は、品川区の補助対象事業となったことです。従来、契約時には契約手数料として3万円、月々の基本料金として2,000円をいただいていました。こちらが全額区の補助となり無償となりました。入り口としての間口を広げ、より利用しやすくすることを目的としたものです。以前であれば、お問合せが10件ぐらい、具体的な相談に移行する方が数件でした。しかし、7月1日号の広報後は、この3週間ほどで既に70～80件ぐらいのお問合せがあり、具体的な相談に移行した方は30件ということになりました。区民の方にとって、終活に関して非常にニーズが高いということと、スタートする良いきっかけとなって、多くの方がお問合せに見えました。ただ、実際ご相談を受けていると、このサービスで全てに対応できるわけではなく、ご家族がいらっしゃる方とか、死後事務契約の方が良いのではないかなど、様々なニーズが実際にはあります。そのため、まずは交通整理を最初の相談のときに行っています。相談が深まっていくにあたり、あんしんの3点セットで受け入れたり、今日来ていただいているリーガルサポートやライフサポートにご相談をしたり、もしくは、お話を聞くだけで安心される方もいらっしゃいます。これをきっかけにして、終活総合相談の窓口にぜひなっていきたいと思っております。
【委員長】　よくわかりました、ありがとうございます。品川のこのPRが非常に世の中に受け入れられた形ですね。任意後見がずっと伸び悩んでいた状況が、品川で伸びてくるような兆候で、非常に良いことだと思います。しかも財産額が決して多くない方も使っていることが、私は素晴らしいことだと思うのですよね。だから、任意後見の活用に向けて雰囲気が変わってきたのかなと思います。大きく舵を切る方に向かっているような気がしていて、かなり良いことだと思っています。
　特に高齢の方が一番心配なのは、入院した時に保証人がいない、身元引受人がいない、そこに悩んでいました。終活会社を選ぶか、どうしようかというお悩みの方が記事を見て、お問合せをいただき、裾野が広がってきたのかなと感じています。後見制度を利用する方々の裾野が広がった、そのようなイメージを与えているのと、自分の終活を見直そうという機運が醸成されているという気がしております。
　この終活という言葉ですけれども、行政としてこれからも使っていきますか。というのは、民間会社も終活という単語を使っていいます。問題のあるところも中にはあります。そのため、名称で差別化してもいいかなって思いました。みなさん率直なところで何かご意見があれば。民間会社がたくさんありますよね。品川区がそのような事業をやるみたいに取られませんか。
【後見センター】　民間事業所を本当に信頼していいのか疑問を持たれている方にとって、品川区と品川社協の取組は非常に評価されています。なので、入口としては終活という言葉でよろしいと思います。
【委員長】　終活で実力勝負ですね。所得・財産の少ない方も品川社協で任意後見を結ぶようになったこと、本当に画期的だと思っています。任意後見本来の使い方に結びついてきています。ご存知のように日本全体で任意後見の利用が非常に低迷しています。その突破口になるような気がします。確か、前回委員会の時に非常に低所得の方が任意後見契約の締結を希望したというケースがありましたね。
【後見センター】　そうですね。最後の締めくくりにお金がかかることは事実ですが、いわゆる富裕層でなくても任意後見ができると扉を開いたのは、このあんしんの３点セットだと思っております。
【委員長】　そうですね。任意後見制度のイメージを変えたような話です。何かご質問、ご意見がありましたらどうぞ。
【委員】　かなりお安くなっていますね。任意後見契約に関しては別途費用がかかるという理解でよろしいですか。
【後見センター】　公証役場への費用は別途かかります。任意後見業務が始まってからの月々の費用は、この料金ではなくてこちらも別途かかります。
【委員】　そこが最終的に利用しやすいかしにくいかに影響があると思います。入り口が入りやすいというのは素晴らしいと思います。
【後見センター】　あんしんサービス契約において毎月信頼関係を築いていきます。その中で、報酬を支払っても安心だねというような関係になってきたら、その課題はクリアするかと思っています。中には何もしないのに報酬を取るという情報も寄せられますが、我々は毎月その方々と寄り添っていきますので、そのような心配はないと思っています。
【委員】　利用される方は直接社協に来る方が多いですか。
【後見センター】　区役所に問い合わせて社協に来るなど、いろいろな入り口があります。
【委員長】　そちらはどうですか。任意後見を使いたいという要望でいらっしゃる方はいますか。
【委員】　いらっしゃいます。我々は特定非営利活動法人なので、法定後見は非営利部分です。契約系の仕事は、その他の事業として位置づけています。契約を作成するとか、遺言書を作成するとかいうことは、その他の事業の中でやっています。そのようなご相談があれば、お受けしています。ただし、我々が対応できないケース、条件的に合わないケースでは、社協を紹介するとかいうことがあるかと思っています。
【委員長】　そのような連携はあってもいいかもしれませんね。
【後見センター】　そうですね、社協で担える方々の数には限りがありますので、このネットワーク協議会のみなさんにそのような機運ができたら、ありがたいと思います。
【委員長】　それがまさにこのネットワークの意義だと思います。士業の団体と社協がうまく連携して、一番いい形で任意後見が進んでいくと良いのですが、。どうしたらいいでしょうか。一度、関係者に集まっていただいて、こういうケースの場合はこうするというのが何かあれば一番いいと思います。
【委員】　個々には、現在そういう形で進んでいます。組織化を社協が試みている気がしております。
【委員長】　なるほど。
【委員】　先ほど死後事務もという要望があるというお話があったと思います。我々や企業は、見守り、任意代理の見守り、任意代理、任意後見、死後事務、遺言作成という 4点ないし 5点セットを行っています。あんしん3点セットにおいて、3という数字は語呂がいいという印象はありますが、死後事務をやらない理由が何かあるのですか。
【後見センター】　公正証書遺言の中に、いわゆる死後事務を含めています。死後事務をやらないというわけではありません。
【委員長】　公正証書遺言に、死後事務の内容をしたためる。そういうことなのですね。
【後見センター】　はい。
【委員】　分かりました。
【委員長】他と比較すると品川は、むしろ積極的にやっているのではないでしょうか。
【後見センター】　そうですね。公正証書遺言執行の際は、リーカルサポートにご協力いただいて、3点セットの一部をお願いしているということになります。
【委員長】　他に今日、何かぜひ話しておきたい方はいらっしゃいますか。
【委員】　民生委員からの情報も結構来ております。これから認知症の方も高齢者も増えて、後見制度を利用される方が増えていくと思いますが、対応していけるのか。そっちの方が心配です。申込みが殺到するのではないか思います。民間と比べても非常に安いですし。
【後見センター】　そうですね。さばけないぐらいの相談が来ることを祈っております。ただ、始めたばかりなので、どの程度マンパワーを必要とするのか。検証してみないとわかりません。慄いていても仕方ありませんので、これから冷静に把握していこうと思っています。
【委員長】　契約手数支援料3万円とずいぶん大きい金額が、区の助成で無料になる。それから基本料金の1ヶ月の2000円も。金額的には大きいですよね。
【後見センター】　そうですね、比較的ご高齢の方は、こういう料金に引っかかって、3点セットを利用しなかった方がかなりいらっしゃいました。このような点が相談件数増につながっています。
【委員】　お一人住まいの方を訪問するときに、このような情報を提供しますが、その時は理解するけど、勧めてもなかなか相談しなかったと思います。
【後見センター】　今、在宅介護支援センターによる地区ケア会議というのがあります。そこで、このパンフレットをケアマネに伝え、対象者がいたらご紹介くださいという取組をしております。やはりお一人暮らしの方に直接接するのはケアマネジャーなので。
【委員】　あともう一つ。終活という言葉は、みなさんも迎えることなので、分かりやすいと思います。
【後見センター】　そうですね、年を重ねていると必ず最後があるということ。分かりやすいと思っています。
【委員】　前回の交流会で話題に出た話題が、後見制度の法改正についてです。途中で後見制度が終わる期限付きになるという改正。この改正にうまく対応していくためには、このような集まりをしっかりと行う必要があると思います。とても心配なのは市民後見人の報酬です。後見制度から外れて日常自立支援事業に移る場合もありますから。そのような議論をしていきたいと思います。
【委員長】　わかりました。今日はその議論ができないので、次回にでも。必要であれば、別枠を設けてやるとか。事務方と相談してみたいと思います。このような論点を積極的に出していただいて、さらに議論を進めていきたいと思います。今回のネットワーク協議会はこのあたりでよろしいでしょうか。皆様お集まりいただきありがとうございました。
以上
